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暗電導の温度変化を求めた｡ そして電荷担体の移動の活性化エネルギーとして 0.78, 0.36, 0.26および





ラップは粒子表面に多いことが推定された｡ 偏極による逆電場は -190oC ぐらいの低温でも長時間放置
すると減少する傾向があった｡ これは非常に浅い トラップの存在を暗示しているもので, 感光理論にとっ






















第10章は感光機構に対する考察で, 銀核の生成, 分散効果, カプリブルー効果, 硫化銀による増感など
について議論している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
- ロゲン化銀写真乳剤の感光理論はガ- ネィとモットや ミッチェルなどによりすぐれたものが出されて









では偏極による逆電場は -190oC ぐらいの低温でも長時間放置しておくと減少する傾向があった｡ これ














た｡ しかしもっと寿命が短いものがあるのではないかと考えられる現象がある｡ そこで寿命を, より直接
的に測定するため二つのパルス露光をいろいろの間隔を置いて与え, 得られた黒化曲線を解析する方法を
用いた｡ この方法によりはじめて 10~5-102秒にわたりいろいろの寿命を持つものがあることが明らかに
なった｡ 単分散一定晶癖の乳剤をつくり, またそれを減感色素で染めたり, イオウ増感したり, 雰囲気を
変化させたりすることにより, 初潜像がどのような条件ではどのような寿命を持っているかを明らかにす
ることができた｡ これは今後写真乳剤を改良するときのよい参考資料となるものと信じられる｡
7.著者はまた以上得られた実験結果から感光理論についていろいろ新しい考察を与えている｡
以上要するに本論文は写真乳剤の感光機構に幾多の新しい知見を加えたもので学術上, 実際上寄与する
ところが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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